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令和６年度あさくら看護学校 自己評価・自己点検結果 
令和７年6月～10月実施 

 

 令和６年度は、新カリキュラムの完成年であった。そこで、卒業予定者に対して卒業時の到達度をルーブリック

で自己評価を行い、教員との面接にて課題を明確にした。また、カリキュラムルーブリックでの学校評価も実施し

た。新カリキュラムが始まって3年間が経過する中で様々な課題が明らかになってきた。そこで、課題を解決すべ

く対策を実施した1年であった。 

 

新型コロナウイルス感染症は、令和5年5月に5類移行となった後も散発的に感染者が出ている。実習施設での感染

予防は感染時とほぼ変わらないため、学内でも感染予防対策を緩和することはできない状況である。感染症での在

宅リモートは実施しなくなったが、大雨や大雪等の理由で学校への登校が難しい場合も利用することができ、学生

の安全確保に役立っている。 

 教員の慢性的不足の解決策として新規に看護教員を雇用をした。多少の人数の増減があっても不足する事態は招

かないであろうとの予測の元での雇用であった。また、看護教員としてのスキルを経年的に身に付けてもらうこと

で、看護教員の育成も図れるのではないかと考えていた。本校は一人ひとりの学生に丁寧に対応することをモット

ーとし教育活動を行っている。その最前線にいる教員の不足は、学生にとって不利益を生じさせかねない状況であ

り、その対応の一助となればと考えた。 

 経営的には、令和6年度は全学年が新しい料金規程のもとで授業料・施設維持費の徴収となった。物価高騰、電

気料金の値上げ等があり増収はしたが物価高騰のあおりを受け結果的に資金援助を受ける事になった。 

 令和6年度から朝倉市から、住居費の補助（本校のみ；最大25,000円）・奨学金返還の補助・就職奨励金等の事

業を立ち上げていただいた。今後入学生増に期待したい。 

 入学生は、40名でのスタートとなった。入試倍率は1.2倍と昨年より0.1倍上昇した。入学前教育として業者の

BeNsを導入した。入学予定者には、個人的に手紙やメールを送って実施を促した。 

 卒業生に関しては、35名の卒業となった。看護師国家試験については、13回生の合格率は93.8％であった。新カ

リキュラムの完成年であるため、令和6年度卒業生に「卒業時の到達評価」を学生と教員で評価をし、自己の課題

を明確にしたうえでの卒業となった。 

 学生の自立を促すために、自己管理の強化を行った。入学後教育として、性教育・防災教育・ハラスメント・

SNSとの付き合い方について時間をとって講義・グループワークを行った。看護学校の生活に慣れ、ルールを守る

ことができるように「学校生活の手引き」を全員に配布した。業科目ごとの出席時間カウント表を配布し自己管理

の徹底を呼び掛けた。3年間をかけて、自分のことは自分で管理するといった当たり前のことを当たり前に行える

ように支援をしていきたい。 

 13年ぶりに医療指導課の学校調査を受けた。整っていない書類の整理等を含めて行った。日々の業務に追われ記

録としての記載が不十分な書類もあったが、全体的に整理することができる良い機会となった。また、指導により

学生の出席時間として、教科課程・教科外活動・教育課程外の3種類を明確にすることで学生の時間確保を行っ

た。大きな改善が必要なこともなく学校運営としてはこのままガイドラインを遵守しながら運営していくことの重

要性を再認識した結果であった。 

  1.分析結果 

 あさくら看護学校の自己評価を行った。今年度から文部科学省が提唱している3段階評価で実施した。評価尺度は、

3段階（３；基準を満たしており特筆すべき取り組みを行っている２；概ね基準を満たしている１；基準を満たして

おらず改善が必要）で行った。最も高かったのは「Ⅰ教育理念・教育目的」であり、最も低かったのはⅩ「研究」で

あった。この結果は、昨年までの4段階評価ともほぼ一致した結果であった。 

 新カリキュラムの運用という事で、教育理念・教育目的、教育目標を新しく整理し直したこと、すべての教育活動

に活用できるように一貫性を持たせたこと、教育理念等を改めて考え直す機会があったことなどが上昇した原因と

考える。今後は、それぞれの教職員が新カリキュラムで意図することに対して具現化できる力を養っていく必要が

あると考える。研究は経年的に低い状況が続いている。 

①項目別評定平均 
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Ⅰ 教育理念・教育目的 

 
点検1 教育理念・教育目的は自養成所の特徴を示しており、かつ法との整合性はあるか 

点検2  教育理念・教育目的は学生にとって学習の指針となるように具体的に明示され、 実際に指針となっているか 

点検3  養成する看護師等の質を保障するために、どのような教育内容、教育方法、教育環境を整えようとしているか 

を述べているか 

点検4 看護、看護学教育、学生観について教師の教育活動の指針となる様に明示し、実際に指針となっているか 

点検5  養成する看護師等が卒業時においてどのような資質を有するべきかを明示し、その資質は社会に対する看護の質を保証するの

に妥当であるか   

令和4年度入学の1年生から、新カリキュラムでの教育を実施している。 

教育理念・教育目的は、旧カリキュラムでの課題を改善した上で、自養成所の特徴を示すことができていると考え

る。学生にとって学習の指針となるように、カリキュラムガイダンスに明示し授業内でも繰り返し伝える努力を行

っている。 

 卒業時のアンケートで、「教育理念を考える機会があった」について、約9割の学生が「そう思う」と答えている。

昨年卒業生のアンケートでは、「そう思う」と答えた学生が約5割にとどまっていたため、新カリキュラムになり教

育理念にふれる機会が多くなった結果ではないかと考える。今後は、日常生活の中で教育理念・教育目的を常に意識

できるような環境を整える必要があると考える。 

【参考資料】 

①卒業生アンケート結果 

 
 
③質問 22.あさくら看護学校で受けた教育であなたが影響を受けたと思うことを記載して下さい。  
1 患者中心のケアの重要性 → 患者さんの価値観や生活背景を考慮してｹｱをすることの大切さを学んだ。    

2 単に病気を治すだけではなくその人の人生全体を見て関わる意識が芽生えた。       

3 責任感を学びました          

4 技術試験です。 実技は明確な基準があるので練習を頑張りました。結果、実習でも取り入れる事が出来たので良かったです。 

5 患者さんの気持ちを考えて看護を行う事が大切だと学んだ。         

6 自分が成長するために必要なことや、患者さんとの関わり方について影響を受けたと思います。     

7 社会人として入学して、1年生の時に現役の学生と学習への取り組みが違うことにギャップを感じ辛かったです。この経験は看 

護師として働くときにも活かせると思います。         

8  グループワーク活動か発表の機会が多くあるので、人の前に立って話すことやいろんな人と話し合うこと    
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あさくら看護学校で受けた教育に影響を受けた

あさくら看護学校に満足できた。

学校職員は学生の関心ごとに耳を傾け、近づきやすい存在である

カリキュラムに対しての評価をする機会が与えられている

個別指導・進路指導相談など学生をサポートする体制が整っている

学科外活動に満足している

健康管理体制に満足している

学習するための教材および図書は十分である

臨地実習指導は満足している

当校教員の授業は満足している

外部講師の授業は満足している

シラバスと実際の授業の内容は概ね一致している

興味を引く授業が多い

理解しやすい授業が多い

授業の進度は理解の段階にあっている

実習の教育内容に満足している

専門分野の教育内容に満足している

専門基礎分野の教育内容に満足している

基礎分野の教育内容に満足している

教育方針は明確にされている

教育理念を考える機会（授業・実習・課外活動・日常生活）があった

13回生卒業アンケート結果

４. やや大いにそう思う ３. そう思う ２. ややそう思う １. 思わない
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9 向上心、人を知ろうとする思いが強くなった          

10 レポート課題や実習記録などで文章を書く機会が多くみられたため、文章能力が身についたかなと思います。   

11 挨拶をしても、返してくれない教員がいて、少し残念な気持ちになりました。       

12 実習時のアドバイスが分かりやすくて、乗り越えられました。        

13 患者の話を聴くことの大切さ  看護には、絶対的な正解はないということ       

14 患者を理解するのではなく、理解者になって欲しいと言われたこと。優しい看護師とは、知識も備わっていること。  

15 コロナの影響や専門学校というｶﾘｷｭﾗﾑがきつきつな中で解剖実習や夜須高原での研修があって学びが深まりました。  

16 あさくら看護学校で学べて良かったです。 先生方にもお友達にも恵まれました。 ありがとうございます。   

 

 

 

Ⅱ 教育目標 
 

 
点検1 教育理念・教育目的と教育目標が一致しているか 

点検2 教育目標は設定した教育内容を網羅し、かつ最上位の目標として、教育活動のゴールが読み取れるものとして示しているか。 

点検3 教育目標において、目標内容と到達レベルが対応し、具体的で実現可能な目標として明示しているか 

点検4 看護実践者としての能力を育成する側面と、学習者としての成長を促すための側面から教育目標を設定しているか 

点検5 卒業後の継続教育の考え方を示したうえで看護基礎教育として教育目標を設定しているか   

教育理念・教育目的と教育目標との一貫性は見られる。教育内容いても、網羅している。教育目標については、教

医師会立の看護学校であり地域に貢献できる看護実践能力を身に着けた学生の育成を目指している。実際、 

卒業生の83.9％が福岡県内で就職している。 

  本校は、意志ある学びを教育理念に掲げている。3年間で学生が自律的・自立的に考え、相談しながら行動でき

るようになっていくこと。及び自分の責任下で学校ルールを順守できるようになることを目指している。そこで、

『自分のことは自分で責任をもって行う』ことができるようになるために 

  ①授業の出欠管理を学生が個人でやれるように個人管理ファイルを作成し全学生に配布した 

  ②破ってはいけない学校のルールは「知らなかった」ですますことがないように、『学校生活の手引き』を作成

して全学生に配布した。 

  ③性に対する正しい知識の習得と命について考える機会となるように1年生の入学時に『性教育』を行った 

  ④本校の土地柄、及び学生の通学範囲の広さを考えると、朝倉地区だけの災害判断は難しい状況である。そこ

で、自らで災害の情報を確認し、自宅近くの災害リスクを考えた行動を学校に相談できるようになってほしい

と考え、1年次の入学時に防災教育を組み入れた。 

  ⑤ハラスメント関係、及びSNSの正しい付き合い方についても、1年生の入学時に講義・グループワークを行っ

た。 

  成果は、今後見ていくことになるが、学生に対して自立と自律を視野に入れた関わりを3年間を通して意図的に 

行っていくことが必要であると考える。社会人基礎力の活用が効果的であるが、学校として教職員が社会人基礎 

力の効果的な活用の必要性と具体的な方法を考えていくことも必要であると考えている。 

  教育の評価としての国家試験については、夏季休暇中に国家試験対策を実施した。「させられ感」が強く出てし

まうと効果的でなくなるため学校で行うゼミを提示し学生が選んで出席する形とした。 

  卒業時の到達度評価を作成して、学生には自己評価、その後教員との面談で今後の課題を自覚した上で卒業に

向かうことができた。 

 

 

 

 

Ⅲ 教育課程経営 

 
点検1 教育課程編成者と教職員全体は、教育課程と授業実践、教育評価の関連性を明確に理解した上で、教育理念・ 

教育目的に向けて一貫した活動を行っている   

 
点検2 看護学の内容、求める学修の到達及び学生の成長について明確な考え方と根拠をもって教育課程を編成しているか 

 

点検３ 科目と単元の構成にあたって、明確な考えと根拠があり、その考え方は教育理念・ 教育目的、教育目標と整合性が 

あるか 

点検４ 構成された科目と単元は看護師等を養成するのに妥当であり、養成所の特徴をあらわしているか 
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 令和4年度から新カリキュラムで教育を行っている。 

教育理念、教育目標、ディプロマポリシー、各教科で強化すべき能力と教育方法をつないでいるため一貫した活動

の方向性は示すことができている。今回のカリキュラムでは、能力の取得を目標としているが、3年間で能力の習得

を行うには、全ての教育活動が意図され計画されたものでなくてはならない。そのためには、教育活動を行う教職員

が意図的な関わりを行う事が必要である。 

 自然災害の影響で、休校や休講にした事例が11回あった。毎年、回数が増えてきている。時間割の調整をして現在

のところ、時間割としては成り立っている。しかし、1日4時間の日が続いたりと学生にとって最適なカリキュラム運

営とは言えない状況であった。特に、7月の大雨・台風と冬季の雪に関する対策として 

 ①事前に予測できる場合は、無理をせずに在宅リモートでの学習に早めに切り替える 

 ②7月の時間割を、比較的ゆとりのある状態で作成する 

事で対応を行った。 
点検5 単位履修の方法とその制約について、教師、学生の双方がわかるように明示し、その方法は単位の支援となって 

いるか  

点検6 単位履修制度の考え方をふまえつつ、看護師等になるための学修の質を維持できるように科目の配列をしているか 

点検7 単位認定の基準および方法は、看護師等に必要な学修を認めるものとして十分に根拠があり、また妥当であるか。  

点検8 他の高等教育機関と単位互換が可能な体制を整えているか  

 

カリキュラムガイダンスに明記しており、単位取得支援にはなっている。 

学修の質については、段階性だけではなく現在の看護師に求められる能力を明らかにし、詳細から全体、全体から

詳細と多様な考え方を使って科目を配列している。また、共同学習、ポスターセッション、ジグソー学習、シミュレ

ーション学習など多様な教育方法を取り入れている。 

 
点検9 教育課程を評価する体系が整っており、また結果の活用における倫理規定が明確 になっているか。 

 

 教育課程を評価する体制は、自己評価自己点検および学校関係者評価の体制を整えている。 

結果活用における倫理規定は明確ではない。 

教育における倫理規定は、本校の教育理念からも重要な規定となる。令和6年に学校運営のための重要なプロジェ

クトチームを立ち上げたがチームの一つとして教育倫理綱領計画チームを組み入れた。 
点検10 教員の担当科目と担当時間数は、専門性を発揮できるように配分し、かつ授業の準備をする時間がとれる体制 

を整えているか 

点検11 教育課程の実践者である教員が、自ら成長できるための自己研鑽、相互研鑽のシステムを整えている 

 

教員としては、前教務主任の定年退職により、新しい教務主任となった。 

新しいスクールカウンセラーを雇用した。 

教員の入れ替わりがあっても業務は滞りなく遂行できるような業務マニュアルの作成の必要性は十分認識して

いる。内規やマニュアルの作成は、必要な項目を行っている。 
点検12   臨地実習施設は、各看護師等養成所の個別の教育理念・教育目的、教育目標を理解し、学生の看護実践の学習を支援する体制

を整えているか 

点検13  臨地実習指導における学生の学びを保障するために、臨地実習指導者と教員がそれぞれの役割を明確にし、協働体制を整えて

いるか 

点検14  学生からケアを受ける対象者の権利を尊重するための考え方を明示し、学生への指導を計画的に行っているか  

点検15  臨地実習において学生が関係する事故を把握、分析し安全教育、安全対策を計画的に行っているか 

 

  主要な実習病院とは、2ヵ月に1回実習指導者会議を開き、学生の教育方法について検討を行っていたが現在は

実習内容の説明と終了した実習の報告をするにとどまっている。 

平成29年度から母体病院の実習指導者養成研修会に学校の教員が講師として参加し教育を行っている。今年度

は、【看護過程の指導方法】について１回行った。 

実習要綱に患者の権利擁護については、明記している。同意書の取り交わしを行っている。 

2年生の実習は、短期間であり期間的にも、感染予防を行って臨地実習をすることができた。1年生は、地域・在

宅看護論実習Ⅰ、基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱともに臨地での実習ができた。実際に病院で患者さんと接する体験は、何

にもまして学生の思考を深めることができるため臨地での実習を大切に行っていきたい。看護過程実習である基

礎看護学実習Ⅲは、大雪・凍結警報のため、1日半実習を停止した。その影響で、3月に1日基礎看護学実習を行う

ことになった。看護過程実習ということで、前半の1週間は実習ができたため、患者の理解・看護過程の流れにつ

いては、理解できたと考える。 
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Ⅳ教授・学習・評価課程 
 
点検1 当該授業の内容は、教育課程との関係において当該学生のための授業内容として設定しているか 

点検2 授業内容のまとまりの考え方は、科目目標との整合性を踏まえて明確に述べているか 

点検3 授業内容のまとまりは、看護学の教育内容として妥協性がある内容となっているか 

点検4 当該授業の内容と他の授業内容との関連において、重複や整合性、発展性に明確になっているか 

 
点検5 授業内容に応じた授業形態を選択しているか 

点検6 授業展開に用いる指導技術についての考え方を授業計画に明示し、実践しているか 

点検7 当該授業の展開過程のほかに、学生の学習が深化、発展するための方法を意図的に選択し、学習を支援しているか 

点検8 学生に対し、効果的な教育指導を行うために、教員間の協力体制が明確になっているか 

 

授業内容に応じた授業形態としては、従来から講義中心の授業から学生が実際体験しながら考えるアクティブラ

ーニングを取り入れた授業を行っている。 

カリキュラムで、看護の統合と実践領域の教科を図るために「看護技術統合」と「専門職連携とチーム医療」「看

護学概論Ⅱ」の科目を新設した。看護技術統合の技術試験は、多重課題への対応であった。A病院とB病院の看護師に

模擬患者となっていただき、その場でリフレクションを行う形式とした。看護師がその場でリフレクションを行う

事は、学生にとっては自分の技術の振り返りとなり効果的であったと考える。 

専門職連携とチーム医療については、医師会病院の他職種の方々の協力を得られたことで学生がそれぞれの専門

職の意見を聴き連携の重要性が学べる内容となった。 

看護学概論Ⅱでは、3年間の集大成として、今まで受け持った患者について研究計画書を作成し、論文にまとめる

授業を行った。国家試験受験後の授業となり、日数的にも厳しい状況であったが、全員が発表を行う事ができ、３年

間の集大成となった。 
点検9 評価計画を立案、実施し、評価結果に基づいて実際に授業を改善しているか 

点検10学生および教育活動を多面的に評価するために，多様な評価の方法を取り入れ，目標の達成状況を明確に捉えているか 

点検11 評価の方法について，特に単位認定のための評価については，学生に公表（認定基準等）し，公平性があるか． 

 

評価計画は明文化している。授業評価の実施は専任教員に義務づけられている。 

評価については、卒業時の認知領域の確認のため平成28年より卒業試験を実施して１０年目である。試験内容は、

国家試験レベルとし、内容の妥当性については卒業試験検討委員会を立ち上げ検討を行っている。卒業試験委員と

して新任の教員を入れているため国家試験の理解・試験問題作成の考え方などを理解できる良い機会となっている。 

評価方法は、シラバスに明記している。単位認定の規則があり、それに則って実施している。 

 単位制度では、自分の出席時間を自己管理できるように授業時間自己管理ファイルを作成し運用を行った。 

 また、新卒生は単位制の考え方に慣れていないため、看護学校は単位制であることと看護学校の運営ガイドライ

ンによって総出席日数も重要であることを理解できるように「学校生活の手引き」を作成し、学生全員に配布した。 

 
点検12  シラバスの提示や学習への指導は，養成所全体としての一貫性をもち，学生の学習の動機付けや支援になっているか 

 

新学期にカリキュラムガイダンスを配布しシラバスを提示している。 

新カリキュラムのテキスト、副読本は、様々な教科書を比較検討したうえで本校の学生に見合ったテキストを決

定した。 

Ⅴ 経営・管理課程 
点検1 養成所の設置、教育理念・教育目的、教育課程経営、教育評価、および養成所の管理運営に関する管理者の考え方に 

ついて、設置者の意思との一貫性をもって明示し、 かつ、教職員はそれを理解しているか 

  

  新カリキュラムに関しては、前年度教員の勉強会を実施し共通理解はできていると考える。 

しかし、教員の入れ替わりの中で、新しい教員にも同程度の理解が必要になってくる。 

 令和６年８月１日に１２年ぶりに福岡県医療指導課の学校調査が行われた。運営上の大きな課題を指摘される

ことはなかった。授業時間の厳密な運営については、後期から早速変更することができた。 

  
点検2 組織体制は養成所の教育理念・教育目的を達成するために意思決定のシステムや権限、役割機能が明確であり、かつ 

組織構成員の意思の反映や決定事項を周知できるように整えているか 

点検3 組織の構成と教職員の任用、および、教職員の資質の向上についての考え方と対策は、教育理念・教育目標を達成す 

るために整合性をもっているか 
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本校の教育の質を担保するために優先すべきは、看護教員の数を増やし多少の入れ替わりがあっても対応可能 

な人的整備をするため人員の増員を図った。その新任教員を看護教員として育成することで、急な退職等が出て 

もよい環境を作れると考えると考えた。   
点検4 養成所の財政基盤をどのように確保するかについて明確な考え方をもち、学習・教育の質の維持・向上につながる 

ようになっているか。  

点検5 教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っているかを理解し、それぞれの観点から財政についての 

意見を経営・管理過程に反映できるようになっているか 

  

 財政基盤として、収入の面では授業料の値上げについては許可を得て令和４年度から実施している。教員が財政

について情報を得る機会は少ない。年２回の学校運営委員会で予算・決算についての報告と議論がなされている。 

 朝倉市は、令和6年度から学生への寮費25,000円補助の体制を整えていただき実施している。 

 
点検6 学習・教育環境について、管理者としてどのような考え方をもって、整備しようとしているのかを示し、その考え 

方に基づいて整備計画を立案し、実施しているのか 

点検7  看護・介護の専門教育に必要な施設設備を計画的に整備し、また、医療・看護の発展や学生層の変化に合わせて、 

整備・改善しているか 

点検8  学生および教職員にとっての福利厚生の施設設備は、養成所が設置されている地域環境との関連からし、学生生活 

や教職員の職務が円滑に遂行できるように 整備しているか   

  

 管理者は、教育環境の整備と教育方法の拡大のための整備の必要性は理解している。 

 開校後15年経過しているため、建物の劣化も目立ってきた。 

教材教具の劣化が目立ってきた。また、医療機器も旧型の物や故障しているものも多く、買い替えの時期に来てい

る。補修及びバージョンアップを計画的に行っていく必要がある。 

学生の住環境としては、女性のみではあるが学校の寮に入ることができるように整備されている。朝倉市の家賃

補助の影響で新1年生の入寮が増加した。 

スクールカウンセラーを新規に雇用した。カウンセリングの希望は少ないが、学生が気軽に受けられる体制は作

っていきたい。 

行事としては新型コロナウイルス感染症及び他感染症の対策しながら行った。 

  学内の行事；入学式は、昨年同様、学生は全員マスクを着けて参加することができた。保護者は、別室でZoom 

とした。 

       学園祭は、病院関係者と講師については、昨年より人数を多く招待した。 

       戴帽式は、キャッピングとキャンドルサービスを行った。保護者は、情報処理室と在宅リモートで 

の参加とした。病院関係者（１年生実習）に対して来賓の招待状を出した。情報処理室の在宅リモ 

ートが回路の関係でZoomがつながらない状況がおきた。そこで、後日個人に対して戴帽式の個人写

真を張り付けたお祝いカードを作成し、保護者向けに配布を行った。 

       卒業式は、昨年と同様ピーポート甘木で行った。昨年経験していたが、新入職員も多かったため、

動画視聴をしながらイメージをつけてもらって実施した。 

教職員研修は、その時々の学校の課題や社会情勢を鑑み適切な講師を選択している。 

夏季休暇中に本校講師に「今どきの若者のとらえ方と関わり方」というテーマで講義をしていただいた。 

今年度は、新カリキュラム３年目である。「看護的思考の基礎」「看護倫理」「医療安全」等、本校の要とな 

る授業ついては一定の方向性を示した。 

施設管理として、玄関は自動施錠に改善した。 

 
点検9 学生が入学後に学修を継続できる支援体制を多角的に、かつ学生が活用しやすいように整え、実際に学生生活の支援 

になっているか   

  

高等教育の修学支援制度対象機関としての認定を受けている。 

専門実践教育訓練給付制度、日本学生支援機構、県奨学金、病院奨学金などで支援を行っている。 

  
点検10 教育・学習活動に関する関係者（保護者等）への情報提供を行うことによって その協力・支援を得ているか 

点検11 広報活動は、看護師・介護福祉士等を養成する機関として、その存在を十分に アピールし、かつ社会的説明責任を果 

たす内容と方法になっているか 

 

随時保護者と連絡を取っている。 

ネットでの広報活動については、ホームページやインスタグラムなどで情報を発信している。行事については事
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務がInstagramにアップしている。 

学校訪問、ガイダンス、高校説明会などを地道に継続していく。 
 

点検12養成所の運営においては明確な将来構想のもとに運営の中・長期計画、短期計画、年間計画を立案し、その実施・評 

価は将来構想との整合性をもっているか   

  

副校長が立案している。年度当初の教務会議で発表されている。特に講師及び実習施設と協力しながら地域の看

護学校としての将来構想がある。 

教育の倫理については、経年的な懸案であり、入学試験における倫理的配慮について作成、運用を行っている。今

年度プロジェクトチームを立ち会上げたが、「教育の倫理綱領作成検討チーム」を組み入れた。 

        
点検13 自己点検・自己評価体制の意味を理解し、実際に自己点検・自己評価を行うための知識と方法を明確に持っているか  

点検14 養成所の自己点検・自己評価体制を整え、運用し、その機能は、養成所のカリキュラム運営、授業実践にフィードバ 

ックし、養成所の教育理念・教育目的、教育 目標を維持・改善するものとなっているか 

 

自己評価自己点検の重要性の意味は、十分に理解している。自己評価自己点検については、開校当初から内規で規

定され、自己評価委員会を立ち上げ、学校関係者評価を取り入れて行っている。 

平成28年以降の自己評価自己点検を冊子にまとめており、毎年引き続き実施している。 

自己評価自己点検は、ホームページ上に公開をしている。 

 

 

Ⅵ入学 
 
点検1 教育理念・教育目的との一貫性から入学者選抜についての考え方を述べているか．  

点検2  入学者状況，入学者の推移について，入学者選抜方法の妥当性及び教育効果の視点 から分析し，検証しているか 

 

 受験者は、毎年2～3倍で推移していたが、令和７年度受験生は昨年より若干の受験増であった。次年度からは、受

験形態を多様にしていくために、総合型選抜試験を導入予定である。 

過去15年のデータでは、地域に根差した学生の受け入れができていると考える。 

 入学者に対して実施していた入学前教育は、メディカ出版のBeNsを活用した。 

学生募集委員会を立ち上げ組織的に学生募集に取り組んだことでアイデアの幅が広がったこと。高校生の目につ

きやすいホームページやインスタグラムや業者のサプリ等を使い発信の回数を増やしたことなどの結果と考える。 

 

 

卒業・就業・進学 

 
点検1 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり，それを計画的に行っているか．  

点検2 卒業生の到達状況，就業・進学状況を分析した結果は，教育理念・教育目標と整合性があるか  

点検3 卒業生の就業先での評価を把握し，問題を明確にし，教育を改善するために，就業先との情報交換や調査の実施が 

できる体制を整えているか． 

点検4 卒業生の活動状況を把握し，統計的に整理し，教育理念・教育目標，授業の展開 に活用しているか 

  

 

卒業時の到達度を見る方法としてディプロマポリシーがある。本校では、新カリキュラムの完成年に卒業生に対

して「卒業時の到達度評価」をルーブリックで作成した。卒業直前に、学生に自己評価を行ってもらい、その結果を

基に、3年生担任と副校長で学生個々人に対して面接を実施し、身に付けた能力・今後の課題を明確にした。卒業生

は、自らの能力を客観視することと、今後の課題が明らかになったことに満足感を感じていたようである。 

本校のディプロマポリシー 

１） EBMに基づいた看護を選択し、対象に適した看護の提供ができる能力を身に着けています 

２）看護職者として自らの役割を自覚しチームで協働するための能力を身に着けています 

３） 対象の生活に適した看護を行うために、臨床判断の基礎的能力を身に着けています 

４） 行為の省察や自己の振り返りのためにメタ認知の基礎的能力を身に着けています 

５） 課題を見出し、自らの意思で学ぶことができるための能力を身に着けています 

６）人間の尊厳を尊重する看護について、探求、創造し続けることができるための能力を身に着けています 
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 地域社会、国際交流 
 
点検1 社会との連携に向けて、地域のニーズを把握し、看護教育活動を通して地域社会への貢献を組織的に行っているか   

点検2 養成所の教育活動について、地域社会のニーズを把握する手段、養成所から地域社会へ情報を発信する手段を持って 

いるか 

点検3 地域の特徴を把握し、地域内における諸資源を養成所の学習・教育活動に取り 入れているか   

 

令和６年度は、立石地区の夏祭りに14回生が参加した。その後、会場で集めたアンケートを集計し、立石地区の健

康増進計画を立案するというレポートを作成し、数名の学生のレポートを立石コミュニティに持参した。 
  

点検4 国際的な視野を広げるための授業科目を設定しているか  

点検5 国際的視野を広げるための自己学習に適した環境を整えているか  

点検6 海外から帰国学生や留学生の受け入れ体制があるか 

点検7 留学や海外において看護職に就くこと等を希望する学生に対応できる体制があるか 

 

 外国籍の方の受験に関しては、受験資格等を医療指導課に確認をとりながら進めた。 

 

 

Ⅸ 研究 
 
点検1 教員の研究活動を保障（時間的、財政的、環境的）しているのか  

点検2 教員の研究活動を助言・検討する体制が整っているか 

点検3 研究に価値をおき、研究活動を教員相互で支援し合う文化的素地が養成所にあるか 

 

研究を推奨したいが、看護教員の人数・人材の関係で進めるまでには至っていない。 

紀要・研究業績の発行状況：なし 

誌上発表状況：なし 

学会入会状況：日本看護科学学会（１名）日本看護教育学会（１名）日本倫理学会（1名） 

学会参加；日本倫理学会（1名） 

医師会病院の研究会が再開されたため、当面は医師会病院研究発表を目指す。 

 今後は、教員が研究に取り組めるための、研究支援と時間的な支援を行っていくことが必要である。 
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【まとめ】 
 

新カリキュラムの完成年度であり、新カリキュラムの評価とともに2年間で明らかにな

った課題に対して解決策を講じる1年であった。特に医療指導課から学校調査に来られ

たことで、過去の振り返りができ、本校で不十分な部分が明確になったと考える。教育

理念・教育目的・教育目標及び身に付けさせたい能力の教育方法について一貫性は明文

化している。しかし、教育活動を行う際活用することができていないため、日々の教育

活動に活用できるようにしていくことが現在の課題である。 

 今年度は、数年前から続いていた教員不足の解消対策を行った。 

 新型コロナウイルス感染症のみならずインフルエンザ等の感染症の予防対策を継続

していった。感染対策の徹底、体調管理の確認など実習を行っている以上、一般社会よ

りも厳しい対策を取らざるを得ない状況は続いている。しかし、学校祭・夏祭り参加、

式典関係で徐々にコロナ禍以前の学校に戻りつつある状況である。感染予防に気をつけ

ながら、徐々にコロナ前の学校生活に戻していく必要があると考えている。 

 自然災害関連の休校、休講が年々増加傾向である。在宅リモートでの授業等をできる

だけ早めに決断することで授業の確保を行っていく方向性は今後も変わらないだろう。

防災マニュアルの見直しと学生への防災意識の定着が課題である。 

 「意志ある学び」は、本校の教育目的にもある重要なキーワードである。意志ある学

びのためには、学生一人ひとりが自立・自律することが必要である。本校の学生として・

学ぶ者として、自分のことは自分で行う。わからなければ、自ら声を出して確認する。

といった社会人としては当たり前の行動がとれるようにしていきたい。授業時間のカウ

ント表や学校生活の手引きなどを作成し自立・自律を促すように努めている。 

受験生及び入学生の確保も年々厳しい状況となってきている。しかしながら、入学生

を40名確保できたことは、喜ばしいことである。今後とも多様な入試形態の導入及び入

学生に対する教育の質の担保を充実させていきたい。 

 学校のコンプライアンスの遵守についても、様々な学校の教育活動を学生に丁寧に説

明を行いながら、看護師になるという夢の実現のために必要なことを学生と共に考えて

いく姿勢を一貫して持ち続けていく必要性を感じている。本校では、「良い看護教育の

実践」を運営目標に掲げている。学生がより良い看護を実践することができる看護師へ

の成長を目指して今後も教育環境・人材・教育方法の質を高めていきたい。 

朝倉市に唯一ある専門学校として、朝倉市からの支援も受ける事ができるようになっ

たため、地域に根差した地域で活躍できる看護師の育成を引き続き行っていきたい。 

 

あさくら看護学校 

副校長 瓜生 知佳子 
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教育課程評価 

ディプロマポリシー 能力 能力の定義(行動） 上級者レベル３ 中級者レベル２ 初級者レベル１ レベル０ 

 

 

 

 

 

一．EBM に基づ

いた看護を選択

し、対象に適した

看護の提供がで

きる能力を身に

着けています 

対象を理

解する力 

看護の対象としての捉え方を基盤と

し、人をホリスティックな存在であ

り、また多様な価値観を持ち生活を

するものとして捉え対象の望む生活

を考えることができる 

看護の対象としての捉え方を基盤と

し、人をホリスティックな存在であ

り、また多様な価値観を持ち生活を

するものとして捉える 

看護の対象としての捉え方を基

盤とし、人をホリスティックな存

在であり、生活をするものとして

捉える 

人に対してホリスティックな

存在であり、生活者として捉

える 

人をホリスティックな存在とし

て捉えていない 

対象を生活者として捉えていな

い 

コミュニ

ケーショ

ン力 

最終目標として信頼関係の構築を目

指し、看護の意図のもと自らの言動

を調整し、相手の反応を見ながらコ

ミュニケーションを行う能力 

最終目標として信頼関係の構築を目

指し看護の意図のもと自らの言動を

調整し相手の反応を見ながらコミュ

ニケーションを行う 

看護の意図のもと自らの言動を

調整し、相手の反応を見ながらコ

ミュニケーションを行う 

相手の反応を見ながらコミュ

ニケーションを行う 

相手とコミュニケーションを図

れない 

エビデン

スに基づ

いて考え

る力 

専門的な知識・技術・対象の個別性

を見出し、対象に適用する能力 

専門的な知識・技術・対象の個別性

（病期・症状・治療・生活リズム・生

活歴）を見出し、対象に適用する 

専門的な知識・技術・対象の個別

性（病期・症状・治療）を見出し、

対象に適用する 

専門的な知識のもとで技術を

対象に実施する 

専門的な知識・技術をもとに、対

象に実施することが難しい 

技術を駆

使する力 

正しい（理にかなった）技術を対象

に対して安全・安楽・自立を考え、適

切に実行する能力 

正しい（理にかなった）技術を対象に

対して安全・安楽・自立を考え、実行

する。それが看護師として適切と判

断できる。 

正しい（理にかなった）技術を対

象に対して安全・安楽・自立を考

え、実行する 

正しい（理にかなった）技術を

対象に対して安全・安楽・自律

のいずれか１～２を考え実行

する 

正しい（理に適った）技術の提供

が難しい。 

対象に対し安全に提供すること

が難しい。 

二．看護職者とし

て自らの役割を

自覚しチームで

協働するための

能力を身に着け

ています 

協働する

力 

他職種と共に目標を一致させ、看護

職としての専門性を明らかにし看護

師としての役割を果たしながら、そ

れぞれの専門を尊重し対等な立場で

対象への支援を協力して行う能力 

他職種と共に目標を一致させ、看護

職としての専門性を明らかにし看護

師としての役割を果たしながら、そ

れぞれの専門を尊重し対等な立場で

対象への支援を協力して行う 

・他職種と共に目標を一致させ

る。・看護職としての専門性を明

らかにし看護師としての役割を

果たす。・それぞれの専門を尊重

し対等な立場で対象への支援を

協力して行う。 

上記３項目中２項目ができる 

・他職種と共に目標を一致さ

せる。・看護職としての専門性

を明らかにし看護師としての

役割を果たす。・それぞれの専

門を尊重し対等な立場で対象

への支援を協力して行う。 

上記３項目中１項目ができる 

他職種と協力して対象の支援を

行う必要性がわからない 

看護職としての専門性を明らか

にできない 

三．対象の生活に

適した看護を行

うために、臨床判

断の基礎的能力

を身に着けてい

ます 

臨床判断

力 

臨床の場で起きている様々な状況や

状態について何が起きているかを把

握し、看護としてどのような対応が

必要かを考え、最も適切な行動をと

り、その結果を状態状況の改善、対

象の満足度及び倫理に照らし合わせ

て評価する能力 

臨床の場で起きている様々な状況や

状態について何が起きているかを把

握する。看護としてどのような対応

が必要かを考え、最も適切な行動を

とる。その結果を状態状況の改善、対

象の満足度及び倫理に照らし合わせ

て評価する 

①臨床の場で対象や自らに起き

ている状況や状態について何が

起きているかを把握する。②状況

把握の元で看護としてどのよう

な対応が必要かを考え、必要な行

動をとる。③行動の結果を状態状

況の改善、対象の満足度に照らし

合わせて評価する 

臨床の場で起きている受け後

患者の状況や状態について何

が起きているかを把握する。 

看護としてどのような対応が

必要かを考え、行動をとる。 

その結果を振り返る 

臨床の場で起きている状況や状

態について何が起きているかを

把握できない。把握できても看護

としてのその後の対応ができな

い。 

振り返りをしない 

四．行為の省察や

自己の振り返り

のためにメタ認

知の基礎的能力

を身に着けてい

ます 

リフレク

ション力 

物事を客

観的に見

る力 

自らの経験を振り返り、経験した出

来事の真意を探り、経験における自

己の在り方を見つめなおす 

自らの経験を振り返り、経験した出

来事の真意を探り、経験における自

己の在り方を見つめなおす 

自らの経験を振り返り、経験した

出来事の真意を探り、経験からの

学びを次に生かす 

自らの経験を振り返り、経験

した出来事の意味を考える 

自らの経験を振り返ることがで

きない 

自己の経験を出来事やその時の感情

も含めて何が起きたか何が起きてい

るか感情に左右されず客観視する。 

自己の経験を出来事やその時の感情

も含めて何が起きたか何が起きてい

るか感情に左右されず客観視する 

自己の経験を出来事やその時の

感情も含めて何が起きたか何が

起きているか認識することがで

きる。その経験を『私』を主語に

しないで表現する 

自己の経験を認識すると共

に、その時の自己の感情を表

現できる。その経験を、『私』

を主語にしないで表現するこ

との重要性を述べる 

自己の経験した出来事を自分主

語でとらえる 

五．課題を見出

し、自らの意思で

学ぶことができ

るための能力を

身に着けていま

す 

向上心 自ら課題を見出し、課題解決のプロ

セスを踏みながら物事に取り組む 

自ら課題を見出し、課題解決のプロ

セスを踏みながら物事に取り組む 

自ら課題を見出し、課題解決のプ

ロセスを踏みながら物事に取り

組む 

他者からの手助けにより自ら

の課題を見出し、課題解決の

ための行動をとる 

自ら課題を見出せない 

課題を見出すことができても、解

決のためのプロセスがわからな

い。行動をとれない 

専門職意

識 

看護の専門職としての自覚と責任を

持ち、自らの目指す理想を描き、そ

の達成のために高い倫理観のもとで

行動する 

看護の専門職としての自覚と責任を

持ち、自らの目指す理想を描き、その

達成のために看護職としての倫理観

のもとで行動する 

看護の専門職としての自覚と責

任を持ち、その達成のために看護

職の倫理綱領や原則の倫理のも

とで行動する 

看護の専門職としての自覚と

責任を持ち、自らの倫理観の

もとで行動する 

看護の専門職としての自覚と責

任を持てない 

六．人間の尊厳を

尊重する看護に

ついて、探求、創

造し続けること

ができるための

能力を身に着け

ています 

自己肯定・

他者肯定 

自己及び他者はそれぞれ異なった価

値観や信条を持ち考え方も異なる

が、人として存在することの重要性

においては同じであることを理解

し、自分及び他者を大切に考え接す

る 

自己及び他者はそれぞれ異なった価

値観や信条を持ち考え方も異なる

が、人として存在することの重要性

においては同じであることを述べ

る。自分及び他者を大切に接するこ

とができる 

自己及び他者は人として存在す

ることの重要性においては同じ

であることを述べる。 

自分及び他者を大切に接するこ

とができる 

人として存在することの重要

性を述べる。 

自分及び他者を大切にする意

味を述べるが、行動までは伴

わない。 

人の存在の重要性を理解できな

い 

自分及び他者を大切に接するこ

とができない 

創造力 習慣や慣習に縛られることなく、対

象にとって最善の看護を考え続け、

創造することの大切さが説明できる 

習慣や慣習に縛られることなく対象

にとって最善の看護を考え続け創造

する事の大切さを述べる 

対象にとって最善の看護を考え

続け、創造することの大切さを述

べる 

対象にとって必要な看護を考

えるが、新しく創造すること

の大切さまでは考えていない 

患者ではなく習慣や慣習のもと

で、看護を考える 

 


